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「Webサービスで作るデータベース

アプリケーションの基本」では、Web

サービスを使ってデータベース上のレ

コードを読み取り、クライアント側で

表示する部分までを説明しました。

本稿では、クライアント側で編集し

たレコードをデータベースに書き戻す

方法を、Webアプリケーションの観点

で見ていきます。

まずは、1レコードずつ編集する場合

を見てみましょう。

ここでは、図1のようにDataGridコ

ントロールを使って商品情報（Part1の

productsテーブル）を編集するものと

します。

図1では、DataGridコントロールの

編集モードの機能を使い、編集モード

になったときにはテキストボックスを

表示して、レコードを編集させます。

そして、［更新］ボタンがクリックされ

たときには、データベース上のレコー

ドを更新し、［削除］ボタンがクリック

されたときには、データベース上のレ

コードを削除する仕組みを構成してい

きます。

なお、DataGridコントロールの詳細

については、すでに本誌2004年2月号

の特集記事で説明しているので、ここ

ではDataGridコントロール自身につい

ては、ある程度知っているものとして

話を進めていきます。

1レコード単位の更新では
DataSetオブジェクトを使わない

図1のように1レコードずつ編集する

ユーザーインターフェイスをとるので

あれば、データベースに書き戻す際に

DataSetオブジェクトを使わず、Webサ

ービスにデータベースを更新するメソ

ッドを用意して、テキストボックスに

入力された値を、そのまま渡す構成に

したほうが有利です。

なぜなら、DataSetオブジェクトを使

うと、次の点で不利だからです。
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①DataSetを構築する必要

がある

1レコードを更新するだけなのに、そ

の1レコードだけを含むDataSetを作る

のは効率が良くありません。

②DataSetで包むとデータ

が大きくなる

DataSetは、構造化されたXML文字

列としてサーバーに送信されるので、

送信されるデータは、おのずと大きく

なります。

そこで、図2のように、「追加用のメ

ソッド」「更新用のメソッド」「削除用

のメソッド」をWebサービス側に用意

し、それらをWebアプリケーションか

ら呼び出してデータベースを更新する

構成をとります。

更新のことを考えてDataGrid
コントロールを構成する

WebアプリケーションからWebサー

ビスに対して更新したい情報を送信し、

実際にデータベースを書き換える際に

は、そのレコードが、他のユーザーに

よって、すでに書き換えられている恐

れもあります。そのため、対象のレコ

ードがデータベース上で変更されてい

ないかを判定する必要があります。

すでに前の記事では、テーブルを定

義するときに、レコードが更新される

たびに値が変化するtimestamp型のver

sionという名前の列を用意しました。

そこで、このversion列を比較すれば、

誰かが更新したかどうかを調査できま

す。

version列の変化を調べるには、更新

するときに、更新前のversion列の値を

どこかに保存しておかなければなりま

せん。

そこで、DataGridコントロールにデ

ータバインディングするときに、ver

sion列をこっそりと埋め込んでおくよ

うにします。

こっそり埋め込むときに用いる適当

なコントロールが、隠しフィールド（<IN

PUT type="hidden">、 HtmlHidden

Textコントロール）です。

ただし、timestamp型は、8バイトの
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図1：商品を編集するWebページ
（a）レコードの一覧表示

▼

［編集］ボタンをクリックして
編集モードに移行

productname comment

price
編集結果を
データベースに
反映する

該当レコードを
データベースから
削除

（b）編集時の表示

！ココが不利

！ココが不利

全レコード取得

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ク
ラ
イ
ア
ン
ト

（
W
e
b
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

レコード取り込み

追加したいレコードの値
1レコード
追加

1レコード
更新

1レコード
削除

GetProductsメソッド
（前稿で作成済み）

AddProduct
メソッド

UpdateProduct
メソッド

DeleteProduct
メソッド

Webサービス

更新したいレコードの値と
対象レコードを特定する値

削除したいレコードを
特定する値

図2：1レコードだけを更新する場合のデータの流れ




